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「“増え続ける”帯状疱疹患者の苦痛からの解放を目指して 

〜帯状疱疹関連痛に対する初期対応〜」 
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帯状疱疹の患者数は依然として増加傾向が続き、その罹患率は加齢に伴って増加し

ている。また、帯状疱疹後神経痛は加齢の影響をより顕著に受け、そして治療のタイ

ミングが遅れるとより一層治りにくい。その難敵に対する戦略として我が国では、

2016 年 3 月から 50 歳以上を対象に帯状疱疹予防目的として既存の乾燥弱毒生水痘

ワクチンが使用できるようになり、2020 年 1 月からより予防効果が高く持続期間が

長い不活化ワクチンが発売され、そして 2025 年 4 月から 65 歳以上を対象にこれら

帯状疱疹ワクチンの定期接種制度がスタートした。今後、どこまで帯状疱疹とその合

併症の罹患率ならびに症状の程度が軽減されるか注目したい。帯状疱疹関連痛は時間

経過に伴って痛みの病態とともにその治療法も変化する。したがって、面している患

者の現在の痛みの病態は何か、そして痛みが慢性化するにつれて大きく関わってくる

痛みの増悪因子は何かについて、常に考えながら治療法を選択する。本講演では、帯

状疱疹関連痛で悩む患者の初期対応の考え方やポイントについて解説する。また、ペ

インクリニック外来へ紹介するタイミングやペインクリニシャンが行なっている治

療について概説する。 

 


